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序

なぜ「移動する子ども」学なのか

1．はじめに

　本書は新しい学問領域として「移動する子ども」学を提案する。
　子どもに関するテーマは多様にある。たとえば、子どもの誕生から心身の
発達、言語習得、学力と心の成長、社会性の育成、社会参加など多様な課題
があり、それらを探究する学問領域として保育学、児童心理学、学校教育
学、教育社会学、心理言語学、教育人類学などがすでにある。
　しかし、本書の「移動する子ども」学は、これらの既存の学問領域と重な
りつつ、微妙にズレている。一般に、自然科学は自然を対象にする学問群で
あり、人文社会科学は人間を対象にする学問群と呼ばれる。「移動する子ど
も」学も、人間理解を目指す学問領域であるという意味で、当然、後者に含
まれる。
　では、「移動する子ども」学とは、何を研究対象に、どのような方法で探
究する学問領域と考えられるのか、またそれはなぜ今、必要なのか、具体的
に考えてみよう。

2．「移動する子ども」という現象

　最近、国際色豊かな若いアスリートがたくさん活躍している。たとえば、
ダルビッシュ有

ゆう

さん（野球選手）、ケンブリッジ飛鳥さん、サニブラウン・
アブデル・ハキームさん（ともに陸上競技選手）、八

はち

村
むら

塁
るい

さん（バスケット

 1
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　このような「移動」と「ことば」というバイフォーカルな視点に立つ「移
動する子ども」学は、必然的に、既存の学問領域の視点と研究方法と微妙に
ズレた視点を取ることなり、結果として、既存の学問領域を超えた学問領域
を創出することになろう。それは、新たな子ども理解や、認識枠組み、成長
と記憶、人の主観的な意味世界を探究することになり、21世紀に生きる人々
の移動性、複文化性、複言語性のリアリティを明らかにすることになろう。

7．本書の構成

　本書は 12章から構成されている。以下に、それぞれどのような問題意識
から書かれたものかを述べることによって、「移動する子ども」学の研究領
域の輪郭を示したいと思う。
　第 1章と第 2章は、「移動する子ども」学の理論編になる。
　第 1章は、「移動」が 100年以上前から社会における重要なテーマとなっ
ていたことを確認する。その後、「異郷人」「異人」「マージナル・マン」「ス
トレンジャー」などとして研究されてきた研究史を振り返り、「移動する子
ども」学の本質的課題が何かを検討し、かつ、このテーマが 21世紀の現代
にも繋がる重要なテーマであることを論じる。
　第 2章は、近年の人口移動とグローバル化の進む中で、人類学、歴史学、
社会学、経済学、国際関係論などで、「移動」が大きな研究テーマになって
おり、人文科学あるいは社会科学において外せない重要な主題であることを
論じ、その中に「移動する子ども」学が位置づけられること、また研究方法
として地動説的アプローチから、当事者の主観的な意味世界を探究すること
が、この学の中心的テーマであることを確認する。
　第 3章から第 6章までは「複数言語環境で成長する子ども」を具体的な事
例をもとに検討しつつ、研究をするうえでの課題を検討する。
　第 3章では、これまでの子どもに関する国内外の研究をレビューし、それ
らの課題を検証しつつ、「移動する子ども」学がそれらの先行研究とどのよ
うに違うかを、一

ひと

青
と

妙
たえ

さんの自己エスノグラフィーを例に検討する。
　第 4章は、「複数言語環境で成長する子ども」に関する方法論に関連して、
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研究対象のくくり方の問題点を、ベトナム難民として来日した親を持つ子ど
もを事例に検討する。そのうえで、「移動する子ども」をめぐる「名付け」
と「名乗り」の弁証法的関係について論じる。
　第 5章は、「移動する子ども」に関する研究で、何が主題となるかについ
て、タイに暮らしながら複数言語環境で子育てをした母と子の具体的な語り
にそくして議論を展開する。
　第 6章は、複数言語環境で成長する子どもの「ことばの力」をどのように
捉えるか、そしてそれを踏まえて、どのような「ことばの教育」が必要かに
ついて、日本の現状と課題も分析しながら、論じる。
　第 7章と第 8章は、文学作家の作品を取り上げる。第 7章は、台湾に生ま
れ幼少期に来日した作家、温

おん

又
ゆう

柔
じゅう

さんのエッセイと小説を検討する。さらに
第 8章は、オーストラリアに在住する作家、岩

いわ

城
き

けいさんの小説を検討す
る。どちらもエッセイや小説であるが、描かれている世界は、まさに「移動
する子ども」学の主題に通じる。換言すれば、「移動する子ども」学と文学
研究の協働的研究の可能性を示唆する。
　第 9章から第 11章までは、国際結婚した親のもと、「複数言語環境で成長
した子ども」が大人になった事例研究である。第 9章は、ドイツ生まれの 20

歳代の男性の語りを検討する。また第 10章は、ドイツ生まれの 40歳代の女
性の語りを検討する。「移動する子ども」の経験と記憶を持つ女性が親になっ
た事例である。第 11章は、日本生まれの高齢者の男性の語りである。「移
動する子ども」の経験と記憶を持つ人が高齢期になると自身のアイデンティ
ティとことばをどう考えるかについて、当事者の語りをもとに考える。
　最後の第 12章では、「移動する子ども」学の展望を述べる。ご覧の通り、
「移動する子ども」学の取り扱う課題やテーマは、子どもに限らない。幼少期、
成長期、青年期、壮年期から高齢期まで関わる。また日本国内だけではなく、
世界各地に居住する人も含む。さらに、当然ながら、空間の移動、言語間の
移動、言語教育カテゴリー間の移動、さらに、日常的な移動の軸と、過去と
未来の時間を移動する軸とも繋がる人間の生に関するテーマを探究する。
これらのテーマは、既存の学問領域だけでは収まらないものである。それ
ゆえに、本書は「移動する子ども」学を提起する最初の書となるだろう。




